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石和温泉病院 総合在宅支援室だより

“結愛”～ゆい～

石和温泉病院 総合在宅支援事業所
ＴＥＬ 055-263-0111(代) 055-261-5125(直通) ＦＡＸ 055-263-2118 赤澤 木村

『通所リハビリテーション～英和中学校・高等学校 花の日～』

『特殊詐欺に注意しましょう！』

『脳トレ～夏に係わる漢字編～』

毎日のように市町村の放送無線で詐欺の電話が多数確認されていると注意喚起の放送が流れてい
ます。今月は特殊詐欺の被害が未然に防げるように、代表的な手口や特徴について説明します。
代表的な詐欺として①～④があり、これらの手口における被害の割合が多くなっています。

①オレオレ詐欺：親族を装い、現金の引き出しや振り込みを要求してきます。会社の上司や同僚を
名乗る人物が第3者として出てくることもあります。「お金を至急用意して」と
いう言葉に気を付け、家族や警察に相談しましょう。

②還付金詐欺：自治体や税務署の職員を騙り、還付金や給付金、過払い金などという言葉を出して、
ATMでの受け取りを指示してきます。公的機関がATMの操作を直接依頼すること
はありません。「ATMで手続きを」という言葉が出たら気を付けましょう。

③架空請求詐欺：事業所や裁判所を名乗り、手紙やメールなど経由して未払い金がありますなど
と架空の請求をしてきます。「裁判」や「強制執行」など不安を煽るような文面
がありますが、身に覚えのない請求には連絡をしないようにしましょう。

④預貯金詐欺：警察官や銀行員などを騙り、「口座が犯罪被害にあっている」や「変更には暗証番
号が必要」などと変更手続きを装い、キャッシュカードや通帳をだまし取ろうとす
る手口です。公的機関がキャッシュカードや通帳を求めることはありません。

特殊詐欺の多くが固定電話への連絡で起きており、固定電話に出る機会の多い高齢女性の被害が多
くなっています。留守番電話を上手く活用したり、家族や知人の番号は登録し知らない番号からの
電話はすぐには出ない等の対策を取りましょう。また、自分が騙されるはずがないと思わず、「騙
されるかも」と警戒することで特殊詐欺の被害を未然に防ぎましょう！！

①ところてん ②かぶとむし ③ひまわり ④すいか ⑤うちわ ⑥なめくじ
⑦そらまめ ⑧ひぐらし ⑨きゅうり ⑩とうもろこし ⑪いんげんまめ
⑫かきつばた ⑬てんとうむし ⑭おけら
いくつ読むことができたでしょうか？また不定期で掲載したいと思います。お楽しみに☆

今年も山梨英和中学校・高等学校から生徒の皆さんが、学校の創立記念日「花の日」に合わせて訪
問してくださいました。讃美歌や童謡などの合唱に涙を流す利用者様もいました。各生徒さんが手
紙と花束を用意して直接手渡してくださり、利用者様方には普段以上に素敵な笑顔が見られました。


